
趣
旨
説
明
：
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
異
文
化
理
解
と
受
容
の
諸
相

人
文
社
会
学
研
究
所
所
長　

宇
佐
美
一
博
（
２
０
２
１
・
３
ま
で
在
任
）

公
開
講
座久

住
祐
一
郎
先
生
（
豊
橋
市
美
術
博
物
館
学
芸
員
）

　
「
近
世
日
本
に
お
け
る
行
列
」

大
形
徹
先
生
（
大
阪
府
立
大
学
名
誉
教
授
・
立
命
館
大
学
特
別
招
聘
研
究
教
授
）

　
「
エ
ジ
プ
ト
と
中
央
ア
ジ
ア
の
ミ
イ
ラ
の
復
活
観
念
が
中
国
の
仙
人
を
生
み
出
し
た
の
で
は
？

　

  

―
パ
ル
メ
ッ
ト
、
鹿
角
文
様
と
羽
人
と
龍
―
」

小
林
武
先
生
（
京
都
産
業
大
学
名
誉
教
授
）

　
「
中
国
法
は
公
平
か
―
古
典
学
者
章
炳
麟
の
中
国
法
批
判
―
」 

静
慈
圓
先
生
（
高
野
山
大
学
名
誉
教
授
・
第
５
１
９
世
「
法
印
」）

　
「
空
海
と
現
代
中
国
の
仏
教
」
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み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
愛
知
大
学
人
文
社
会
学
研
究
所
所
長
の
宇
佐
美
一
博
と
申
し
ま
す
。

　

ま
ず
愛
知
大
学
人
文
社
会
学
研
究
所
の
紹
介
か
ら
始
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

愛
知
大
学
人
文
社
会
学
研
究
所
は
２
０
１
５
年
４
月
に
設
立
さ
れ
、
ほ
ぼ
６
年
が
た
ち
ま
し
た
。
本
研
究
所
の
特
徴
は
、
人
文
科
学
と

社
会
科
学
、
及
び
双
方
に
わ
た
る
学
際
的
分
野
の
基
礎
研
究
を
行
う
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
成
果
は
、
今
回
の
よ
う
な
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
報
告
書
、
さ
ら
に
は
機
関
誌
「
文
学
論
叢
」
に
よ
っ
て
広
く
一
般
に
公
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
「
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
異
文
化
理
解
と
受
容
の
諸
相
」
と
い
う
テ
ー
マ
を
め
ぐ
っ
て
４
人
の
講
師
の
方
々
の
公
開
講
座
を
視

聴
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
本
来
な
ら
ば
対
面
で
６
月
、
７
月
、
１
０
月
、
１
１
月
に
開
か
れ
る
予
定
で
し
た
が
、
新
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

た
め
、
動
画
を
撮
影
し
、
一
般
公
開
す
る
と
い
う
方
法
に
変
更
に
な
り
ま
し
た
。（
１
）

　

で
は
、
ま
ず
東
ア
ジ
ア
と
は
、
ど
の
地
域
を
指
す
の
で
し
ょ
う
か
。

　

一
般
的
に
は
日
本
、
中
国
（
１
国
２
制
度
：
中
華
人
民
共
和
国
、
香
港
）、
台
湾
（
中
華
民
国
）、
朝
鮮
半
島
の
韓
国
（
大
韓
民
国
）、

北
朝
鮮
（
北
朝
鮮
人
民
共
和
国
）
の
地
域
を
東
ア
ジ
ア
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　

東
ア
ジ
ア
文
化
を
研
究
す
る
に
は
、
日
本
、
中
国
、
台
湾
、
韓
国
・
朝
鮮
そ
れ
ぞ
れ
の
国
々
が
、
異
文
化
を
ど
の
よ
う
に
理
解
し
受
容

し
た
の
か
、
理
解
と
受
容
の
仕
方
を
比
較
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
違
い
が
あ
れ
ば
、
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
違
い
が
生
じ
た
の
か
、
そ
の
理

由
も
研
究
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
文
化
の
交
流
が
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
た
の
か
、
西
洋
の
文
化
と
の
関
わ
り
も
視
野
に
入
れ
つ

つ
、東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
文
化
交
流
の
実
態
を
解
明
す
る
こ
と
も
重
要
で
す
。
こ
の
よ
う
な
研
究
は
、東
ア
ジ
ア
文
化
の
基
礎
研
究
と
言
っ

て
よ
い
と
考
え
ま
す
。
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な
ぜ
こ
の
よ
う
な
テ
ー
マ
を
設
定
し
た
の
か
、
そ
の
意
図
を
も
う
少
し
お
話
し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

日
本
と
中
国
、
日
本
と
韓
国
、
日
本
と
北
朝
鮮
の
関
係
は
、
現
在
政
治
的
・
経
済
的
に
は
か
な
り
緊
迫
し
た
情
況
に
あ
り
ま
す
。
一
般

の
人
々
は
言
う
に
及
ば
ず
、
私
が
接
し
て
お
り
ま
す
大
学
生
の
間
で
も
、
嫌
中
、
嫌
韓
の
感
情
を
も
つ
学
生
が
多
く
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
時
こ
そ
ま
ず
相
手
の
文
化
及
び
お
互
い
の
こ
れ
ま
で
の
関
係
を
知
る
基
礎
的
な
研
究
が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

異
文
化
理
解
の
研
究
・
教
育
と
い
え
ば
、
日
本
で
は
英
語
圏
と
の
関
係
が
中
心
で
、
現
在
英
語
は
小
学
校
か
ら
教
え
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
て
、
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
異
文
化
理
解
に
つ
い
て
の
研
究
・
教
育
は
、
小
・
中
学
校
で
は
ま
だ
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ

て
い
な
い
状
況
だ
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
回
の
４
人
の
講
師
の
方
々
の
ご
講
演
は
、
東
ア
ジ
ア
の
中
の
、
日
本
、
中
国
の
異
文
化
理
解
と
受
容
及
び
交
流
の
諸
相
に
焦
点
を
当

て
た
も
の
で
す
が
、
こ
れ
ら
の
講
演
に
よ
っ
て
お
互
い
の
文
化
の
違
い
を
知
る
と
と
も
に
、
お
互
い
の
文
化
の
緊
密
な
関
係
を
も
再
認
識

し
、
ひ
い
て
は
現
在
の
日
中
関
係
を
考
え
直
す
き
っ
か
け
に
も
繫
が
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

　

東
ア
ジ
ア
地
域
は
、
共
通
点
と
し
て
漢
字
を
使
う
こ
と
が
大
き
な
特
徴
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
東
ア
ジ
ア
は
漢
字
文
化
圏
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
日
本
、
中
国
、
台
湾
で
は
漢
字
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
韓
国
・
朝
鮮
も
朝
鮮
時
代
は
漢
字
が
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
現
在
は

ハ
ン
グ
ル
で
表
記
し
、
漢
字
は
使
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
単
語
は
漢
字
を
も
と
に
作
ら
れ
た
漢
字
語
が
数
多
く
あ
り
ま
す
の
で
、
韓
国
・

朝
鮮
も
漢
字
文
化
圏
に
入
る
と
考
え
て
よ
い
と
思
い
ま
す
。
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東
ア
ジ
ア
地
域
は
以
上
の
よ
う
に
漢
字
文
化
圏
と
呼
ば
れ
、
同
一
性
が
強
調
さ
れ
が
ち
で
す
が
、
し
か
し
各
国
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
点
も

あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
国
家
を
治
め
る
体
制
に
つ
い
て
見
て
み
ま
す
と
、
各
国
そ
れ
ぞ
れ
か
な
り
違
っ
て
い
ま
す
。

　

中
国
は
共
産
党
が
治
め
る
体
制
で
、
党
員
以
外
は
選
挙
権
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
香
港
は
１
国
２
制
度
と
い
う
方
法
に
よ
っ
て
治

め
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
最
近
有
名
無
実
化
し
、
反
対
運
動
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

　

台
湾
は
長
く
国
民
党
が
治
め
て
き
ま
し
た
が
、
民
主
化
さ
れ
、
現
在
は
民
進
党
の
蔡
英
文
総
統
が
政
権
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
総
統
か

ら
市
町
村
の
議
員
ま
で
、
選
挙
で
選
ば
れ
ま
す
。

　

韓
国
は
大
統
領
制
、
北
朝
鮮
は
、
金
一
家
が
代
々
後
を
継
ぐ
体
制
で
す
。

　

日
本
は
議
院
内
閣
制
に
よ
っ
て
国
を
治
め
て
い
ま
す
。

　

東
ア
ジ
ア
は
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
「
漢
字
文
化
圏
」
と
呼
ば
れ
ま
す
が
、
使
わ
れ
て
い
る
漢
字
は
そ
れ
ぞ
れ
の
国
に
よ
っ
て
異
な
っ

て
い
ま
す
。

　

中
国
で
は
簡
体
字
、
台
湾
で
は
繁
体
字
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
の
常
用
漢
字
と
違
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

例
と
し
て
日
本
語
の
「
地
図
」
と
い
う
熟
語
を
挙
げ
て
み
ま
す
。

　
　

日
本 

―
―
―
「
地
図
」（
常
用
漢
字
）

　
　

中
国 

―
―
―
「
地
图
」（
簡
体
字
）

　
　

台
湾 

―
―
―
「
地
圖
」（
繁
体
字
）

　
　

韓
国
・
北
朝
鮮 

―
―
―
ハ
ン
グ
ル
「
지
도
（
地
図
）」
←
漢
字
語
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さ
ら
に
日
本
に
は
国
字
と
い
う
独
自
の
漢
字
も
あ
り
ま
す
。

「
働
」、「
辻
」、「
榊
」、「
峠
」、「
畑
」、「
躾
（
し
つ
け
）」、「
凩
（
こ
が
ら
し
）」、「
凧
（
た
こ
）」、「
凪
（
な
ぎ
）」、

「
鰯
」、「
鯱
（
し
ゃ
ち
）」、「
麿
」、「
糀
（
こ
う
じ
）」、「
躮
（
せ
が
れ
）」

　

ま
た
、
中
国
語
と
日
本
語
、
韓
国
・
朝
鮮
語
と
は
、
文
法
の
構
造
が
違
っ
て
い
ま
す
。

中
国
語
は
孤
立
語
と
い
わ
れ
、
文
法
の
構
造
は
英
語
と
非
常
に
よ
く
似
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
対
し
て
、
日
本
語
と
韓
国
・
朝
鮮
語
は
膠
着

語
と
い
わ
れ
、
助
詞
や
助
動
詞
を
と
も
な
っ
て
表
現
し
、
文
法
の
構
造
は
中
国
語
と
全
く
違
い
ま
す
。

　

例
と
し
て
「
登
山
」「
乗
馬
」
を
挙
げ
て
み
ま
す
。

　

中
国
語 

―
―
― 

孤
立
語　

　
　
「
登
山
」（
動
詞
Ｖ
＋
目
的
語
Ｏ
）

　
　
「
乗
馬
」（
Ｖ
＋
Ｏ
）

　

＊
英
語
、
ド
イ
ツ
語
、
フ
ラ
ン
ス
語 

―
―
― 

屈
折
語　

　
　

clim
b [ clim

bs clim
bed ] a m

ountain [ m
ountains ]

　
　

m
ount [ m

ounts m
ounted ] a horse [ horses ]

　

日
本
語
、
韓
国
・
朝
鮮
語 

―
―
― 

膠
着
語
（
語
の
順
序
や
語
形
変
化
よ
り
も
、
助
詞
、
助
動
詞
な
ど
の
付
属
語
に
よ
っ
て
文
法
的
な

関
係
を
示
す
言
語
。
日
本
語
、
朝
鮮
語
、
ウ
ラ
ル
ア
ル
タ
イ
語
族
）

　

日
本
語

　
　
「
山
に
登
る
」（
Ｏ
＋
Ｖ
）
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「
馬
に
乗
る
」（
Ｏ
＋
Ｖ
）

　

韓
国
・
朝
鮮
語
（
ハ
ン
グ
ル
）

　
　
「
산
（
山
）
에
（
に
）
오
르
다
（
登
る
）」（
Ｏ
＋
Ｖ
）

　
　
「
말
（
馬
）
을
（
に
）
타
다
（
乗
る
）」（
Ｏ
＋
Ｖ
）

　

最
後
に
、
文
化
交
流
史
の
重
要
性
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
ま
す
。

　

日
本
に
と
っ
て
、
中
国
や
韓
国
と
の
交
流
の
歴
史
に
は
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
っ
た
の
か
。
よ
り
よ
き
関
係
を
構
築
す
る
た
め
に
は
、

過
去
を
振
り
返
り
、
日
本
列
島
が
中
国
大
陸
や
朝
鮮
半
島
と
と
も
に
織
り
な
す
海
域
世
界
が
ど
の
よ
う
な
歴
史
を
歩
み
、
そ
の
結
果
と
し

て
今
日
の
日
本
文
化
が
い
か
に
し
て
形
成
さ
れ
て
き
た
か
を
知
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
日
本
と
中
国
の
正
式
な
国
交
は
遣
隋
使
・
遣
唐
使

か
ら
始
ま
り
ま
し
た
が
、
８
９
４
年
、
遣
唐
使
が
廃
止
さ
れ
、
１
８
９
４
年
日
清
戦
争
が
始
ま
る
ま
で
、
１
０
０
０
年
に
わ
た
っ
て
正
式

な
国
交
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
本
来
な
ら
そ
の
間
に
航
海
術
が
進
歩
し
、
交
流
が
盛
ん
に
な
る
は
ず
で
す
が
、
海
上
渡
航
禁
止
や
鎖
国

で
停
滞
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
し
か
し
民
間
の
商
人
や
僧
侶
に
よ
っ
て
、
海
を
越
え
て
活
発
に
、
書
画
、
書
物
、
仏
教
な
ど
に
お
い
て
、

多
彩
で
豊
富
な
交
流
が
行
わ
れ
、
そ
れ
ら
が
日
本
で
「
伝
統
文
化
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
を
生
み
だ
す
う
え
で
決
定
的
な
役
割
を
果
た

し
ま
し
た
。「
国
家
」
や
「
領
土
」
を
基
軸
と
す
る
歴
史
認
識
を
越
え
て
、
人
・
モ
ノ
（
漢
籍
）・
情
報
が
移
動
・
交
流
す
る
場
と
し
て
の

「
海
域
」
か
ら
東
ア
ジ
ア
を
捉
え
な
お
す
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
ま
す
。（
２
）

　

そ
れ
で
は
、
４
人
の
講
師
の
方
々
と
そ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
簡
単
に
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
ず
久
住
祐
一
郎
先
生
で
す
が
、
現
在
豊
橋
美
術
博
物
館
に
学
芸
員
と
し
て
勤
務
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
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「
近
世
日
本
に
お
け
る
行
列
」
と
い
う
題
で
ご
講
演
を
お
願
い
し
ま
す
。
江
戸
時
代
の
人
々
が
鎖
国
政
策
の
中
で
ど
の
よ
う
に
し
て
異

文
化
に
接
し
た
の
か
。
江
戸
時
代
を
「
行
列
の
時
代
」
と
し
、
外
国
使
節
の
行
列
に
着
目
さ
れ
た
の
が
斬
新
だ
と
思
い
ま
す
。

　

大
形
徹
先
生
は
、
大
阪
府
立
大
学
を
退
官
後
、
立
命
館
大
学
で
特
別
招
聘
研
究
教
授
を
勤
め
て
お
ら
れ
ま
す
。

　
「
エ
ジ
プ
ト
と
中
央
ア
ジ
ア
の
ミ
イ
ラ
の
復
活
観
念
が
中
国
の
仙
人
を
生
み
出
し
た
の
で
は
？
―
パ
ル
メ
ッ
ト
、
鹿
角
文
様
と
羽
人
と

龍
―
」
と
い
う
題
で
、
中
国
の
神
仙
思
想
を
、
東
ア
ジ
ア
よ
り
西
の
エ
ジ
プ
ト
と
中
央
ア
ジ
ア
と
の
関
わ
り
に
注
目
し
て
お
話
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

小
林
武
先
生
は
、
長
く
京
都
産
業
大
学
で
教
鞭
を
執
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
中
国
法
は
公
平
か
―
古
典
学
者
章
炳
麟
の
中
国
法
批
判
」
と
い
う
題
で
お
話
し
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
日
本
・
西
洋
と
の
関
わ
り
で

見
た
近
代
中
国
の
法
制
度
の
議
論
を
、
章
炳
麟
と
い
う
人
物
の
中
国
法
批
判
に
焦
点
を
あ
て
て
そ
の
意
義
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
、
小

林
先
生
の
最
新
の
研
究
成
果
に
基
づ
く
お
話
で
す
。

　

最
後
の
静
慈
圓
先
生
は
、
高
野
山
大
学
名
誉
教
授
で
、
最
近
第
５
１
９
世
「
法
印
」
を
つ
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
空
海
と
現
代
中
国
の
仏
教
」
と
い
う
題
で
ご
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
空
海
が
唐
に
渡
り
、
ど
の
よ
う
な
ル
ー
ト
で
西
安
に
た

ど
り
着
い
た
か
、
空
海
ロ
ー
ド
の
再
現
の
話
、
高
野
山
で
中
国
人
の
僧
を
養
成
し
、
滅
ん
だ
中
国
密
教
を
再
興
し
よ
う
と
す
る
試
み
、
新

聞
や
雑
誌
で
は
知
る
こ
と
が
出
来
な
い
現
代
中
国
の
仏
教
事
情
な
ど
、
興
味
深
い
お
話
を
聴
く
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　

以
上
の
テ
ー
マ
は
、
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
異
文
化
理
解
と
受
容
の
研
究
に
お
い
て
初
め
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
も
の
ば
か
り
で
す
。
繰
り

返
し
に
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
講
演
に
よ
っ
て
お
互
い
の
文
化
の
違
い
を
知
る
と
と
も
に
、
お
互
い
の
文
化
の
緊
密
な
関
係
を
も
再
認

識
し
、
ひ
い
て
は
現
在
の
日
中
・
日
韓
関
係
を
考
え
直
す
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
４
人
の
講
師
の
方
々
の
お
話
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
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注
（
１
）
本
研
究
所
初
の
こ
の
よ
う
な
企
画
が
何
と
か
完
成
ま
で
漕
ぎ
着
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
ひ
と
え
に
講
演
を
お
願
い
し
た
４
人
の
先
生
及
び
動
画
の
撮
影
・
編

集
を
引
き
受
け
て
く
だ
さ
っ
た
上
田
謙
太
郎
先
生
（
本
学
文
学
部
メ
デ
ィ
ア
芸
術
専
攻
所
属
）
の
ご
協
力
の
賜
物
で
あ
る
。
こ
こ
に
深
く
謝
意
を
表
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

（
２
）
東
ア
ジ
ア
の
文
化
交
流
史
の
重
要
性
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
以
下
の
２
冊
を
読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

 

１
、
小
島
毅
監
修
『
東
ア
ジ
ア
海
域
に
漕
ぎ
だ
す
１
～
６
』
東
京
大
学
出
版
会　

２
０
１
３
～
２
０
１
４
年
。

 

２
、
森
平
雅
彦
・
岩
崎
義
則
・
高
山
倫
明
編
『
東
ア
ジ
ア
世
界
の
交
流
と
変
容
』
九
州
大
学
出
版
会　

２
０
１
１
年
。
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